











は醬油屋、平野屋の手代である徳兵衛で、二人は恋仲である。平野屋の主人 徳兵衛の叔父にあたる人であった。徳兵衛にお初がいることを知りながら、 叔父夫婦は自分の姪と徳兵衛を結婚させようとする。しかし、徳兵衛の意志は固く、お初のため結婚することを強く拒む。そこに徳兵衛の継母が姪の持参金欲しさに叔父夫婦 勝手に結婚の約束を交わしてしまう。何も知らない は娘を拒む なら、銀二貫を返せと責められる。やっとの思いで継母から金を取り返し のはいいが そ 途中友人、九平次に会い金を貸してくれと懇願され、貸すことにし しかし、約束の日になっても一向に返 る気配 なく、叔父に金を返す期






















広まっていた。中世から近世へと時代が変わり、人々の恋愛 対しての捉え方も随分変化したと考えられる。武士中心の社会から、町 中心の社会へ移行してゆき、重苦しい決まりごとは徐々に薄れ始めたの はないだろうか。身分制度が残っていたにせよ、人々は娯楽を求め、ゆるやかな生活をするようになってい た。そ 日常の中にある、最も身近な娯楽が恋愛だと考 られる。恋をすることによって日々の辛さを忘 その幸福に身を浸す。徳兵衛 例にもれず、恋愛 夢中 なっている様子が次 表現から窺える
今は手代と埋れ木の、生醤油の袖したゝるき恋の奴に荷はせて、得意をめぐりいく玉の社にこそは着きにけれ。
しかし、 恋愛はもちろん幸福なことばかりではない。身分違いの恋など、叶わぬ恋に悩み苦しみ、世を「憂き世」と捉える者たちも多かった。徳兵衛とお初の場合を考えると、二人の身分はそう変わらない。し し、お初が遊女である時点で一般人としての幸せな恋愛というのは望めないのである。それに加え 徳兵衛は叔父が提案してきた好条件とも言える婚姻 話を断っている。継母のほかに身寄りのない徳兵衛にとって、この縁談は非常に幸運なことであるにも かわらず、お初との言い交 しを守るためにわざわざ破談にしてい 。このような点から推察して くと、二人は周囲から忌み、疎まれるような立場であったと言える。お初から徳兵衛への連絡手段は皆無であり、逢瀬は徳兵衛が直接店に行くしかない。けれども、権力者の叔父との仲も悪くなり、な なか会うこともでき かったと考えられる。生玉の社で偶然に会った時でさえ 人目を気にし、周囲の人に顔を見せないよう お初 編笠をとらない に指示する場面がある。





はつは涙にくれながら、さのみ利根に言はぬもの、徳様の御事、幾年馴染み、心根を明かし明かせし仲なるが、それはくいとしぼげに、微塵訳は悪うなし、頼もしだてが身のひしで、騙さ さんしたものなれど、証拠なければ 理 立たず、こ 上は、徳様も死なねばならぬしななるが、死ぬる覚悟が聞き いと、独り言になぞらへて、足で問へば、うちうなずき、足首取つて、喉笛なで、自害するとぞ知らせける。オヽ、そのはずく、いつまで生きても同じこと、死んで恥をすゝいではと言へば
ここでは、 「証拠がないなら死ぬしかない」 「死んで恥をすすが いでよいものか」とある。九平次に金を貸した証拠がたたないのだから、死ぬことでしか身の潔白を 明することは出来ないと断言し、徳兵衛一人で死なせまいとお初が一緒に死ぬことを確認している。　
心中の理由の一つに、徳兵衛の汚名をそそぐということが挙げられる
が、 お初自身は名誉を傷つけられたわけでは い。お初に って心中は、純粋に愛を貫き通す行為だった 考えられる。心中とは元来、思う相手に対して誠意 尽くすことであ ので、恋仲である徳兵衛の不名誉を自分のことのように受け取り、 もに死ぬ決意をしたのだろう　
もう一つ念頭に置いておきたいことは、 当時の仏教観である。当時 「憂
き世」から「浮世」という言葉が生まれたくらいなのだから、現世で満たされない思いを抱える者たちは「来世こそ」と考えていたはずである。冒頭部分には「観音めぐり」の部分があり、大阪の三十三所の観音の霊場を次々に順礼すると罪が消えるとある。つまり、自ら命を絶つこと罪なことであるが、観音様の力を借りて罪を消し、二人の来世の幸福のためならば心中さえも仕方のないことであったと考えられる。そして、作中には次のように来世とのつながりを暗示するような場面が多々見れる。










たい。先にも述べたように、もともと『曽根崎 中』にはモデルになった事件が存在した。実際 事件では徳兵衛が主人忠右衛門の妻の姪と夫婦にさせられて、江戸の支店に行く とが決まり、またお初は豊後 客に受けだ れることが決まったことがきっかけだった。つまり、ここ九平次の立場にあ 人物は存在しなかったのである。　
では、なぜ九平次を登場させたのか。元の事件に取材しているとはい
え、類似点は主な登場人物の名前、職業、年齢のみ あり、そ ま 事件を使ったわけでは い。近松 力を入れて書いた は、九平次が出てくるところからだと考えられる。そもそも『曽根崎心中』では、九平次に金を貸さなければ、継母か 金を返してもらった時点で一 落着 なり、二人は心中事件を起こさない。　
徳兵衛が心中に追い込まれるまでには、二つの要素が必要である。一
つ目は実際の心中事 基盤としたも で、店の主 の姪と結婚させられそうになるということであり、二つ目は九平次 だまされる いうことである。一つ目は冒頭部分 書か 、過去として位置づけら 。二つ目は現在の問題としてここから物語が展開していく つまり、物語の
展開において九平次は必要不可欠な存在だったといえる。　
次に、九平次が登場することによって、物語での立場が面白いように
変わるお初について考えてみる。冒頭部分の「観音めぐり」のところでは語り部と中心 、お初の観音めぐりの様子が描かれている。こ 時点では、お初は女主人公の立場を明確にしている。生玉の社で徳兵衛と会い言葉を交わしている時点でもやはり主人公なのである。しかし、そこに九平次が出てきたことにより、お初 あっという間に何も出来ない傍観者 変わってしまう。
おはつは裸足で飛んで下り、あれ皆様頼みます、わしが知つたお人ぢやが、駕籠の衆は居やらぬか 徳 ぢやと、身をも く、せんかたなくもあはれなり。　
客はもとより田舎者、怪我があってはならぬぞと、むたいに駕籠
に押し入るゝ、いや、まづ待つてくだんせ。なう悲しやと、泣く声ばかり、急げくと つさんに、駕籠を早めて帰りけり。






る。その問題は難解であり、すぐに解決法が見つかるよう ものではい。九平次 登場により、さらにその問題は解決の見込みがなくなり結果的に心中に至る。ここでの徳兵衛は決して救われることがあってはけないのである。なぜなら、最終的に「心中 いうかたち 、徳兵衛にとって最も救われるものだと考えられるようにしなければ けないからだ。それと同時に、徳兵衛は心中と直線的に結び付いている存在だといえるので、あくま 悲劇的でなくてはならないだろう。　
以上のことから、まず徳兵衛が物語の中心として存在をし、九平次は
それを展開させより複雑な のへと変えていく。そ 九平次の存在によってお初の立場が場面ごとに変わっていく。面白いことに最後 はお初に促され徳兵衛は二人で心中することを決意している。三者 はこのように、それぞれが持つ役割があり、複雑に関係し合ったからこそ、 『曽根崎心中』 出来上がったのだと言え　
また、三者がこのような関係で成り立っているのには『曽根崎心中』








ように演劇の題材も変わっていった。心中を題材に扱った作品が数多く残されているのは、 代の流行を敏感に感じ取り人々の興味を惹くことのできた近松の才能があったからだと考えられる。世話物を書くことによって、思い通りにならない恋愛に悩み、苦しみながらも生きようとする男女の真剣な姿を、温かく見守 ていたのではないだろうか。また、実際の事件を演劇にすることにより後世 二人が語り告げられることは、弔い 役割も果たすと考えられる。　『曽根崎心中』は町衆が登場人物に共感し、話の中に引きこまれやすくなっている部分がある。悩みながらも「心中」という決断を下 、来世の幸福を信じ、貫いた彼らの意志の強さは一種の憧れ ようなものであったと考えられる。　恋愛と死、 来世での幸福というテーマが複雑に絡み合い『曽根崎心中』
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